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パラリンピック

運
営
に
障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

http://www.toseishimpo.eo.jp/ 

国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（

I
P
C

）
の
理
事
会
が
5

日
に
都内
で
聞
か
れ
、2
0
2
0

東
京
大会
組
議
委

員
会
が
準
備
状
況
を
報
告
し
た
。
森
喜
朗
会
長
は
「
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
説
明

。

舛
添
知事
も
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
会
全
体
の
成
功
の
鍵
。
全
力
を
挙
げ
て
準
備
を
進
め
る

」
と
語
っ
た。
競
技
会
場
の
変
更
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
決
定
後
に
検
討
を
始
め
る
こ
と
を
確
認

。

’ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス
ト（
選
宇
最
優
5
と

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
共
通
の
競
技
は
同
一
会
場
で
実
施
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

。

I
P
C

の

ク
レ
イ
パ
ン
会
長
は
「
準
備
の
開
始
は
非
常
に
良
い
」
と
評
価
し
た

。

初
年
の
璽
尽
パ
ラ
リ
ン
ピ

一回
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
一
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
テ
コ
ン
ド

ッ
ク
大
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

一る
。
競技
は
辺
種
目
で
、
1

月
一1
が
墓
京
大会
で
初
め
て
採

ク
閉
会
後
の8月
お
日
か
ら一泊
日
のI
P
C

理
事
会
で
、
一
周
さ
れ
、
当
初

予
定し
て
い

善照L
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5

日
の
I
P
C

理
事
会
は

冒
頭
のあ
い
さ
つ
以
外は
非

公
開
と
な
り、
終
了
後
に
組

一織
委
の広
報
担
当
者
が
結果

一報
告
を
行
っ
た
。

一
プ
レ
ゼ
シ
テl
シ
ョ
ン
で

一は
、
組
織
委
の
武
藤
敏
郎
事

た
「7
人
制
サ
ッ
カ
ー
」
と

一務
総
長
が2
月
に
決
定
し
た

「
セl
リ
ン
グ
」
は
競
技
種

一
「
璽京2
0
2
0

大
会
開
催

目
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
決
ま

一基
本
計
画
」に
基
づ
き
、
パ

っ
た。

一ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
準
備

五輪後利用
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圏
西
川
区
長
会
長
イ
ン

回
国大田
区

羽
田
空
港
跡
地
で
整

図
虐
待
防
止
で「
酉
東
京
刀l
ル
」

固
麹
コ
ア
時
間
で
効
率
的官

同
凶
聞
い
を
持
ち
続
け
共
有
す
右

害
者
ス
ポ
ーツ団
体
など
の

協
議
会
で
昨年日
月
か
ら検

討
を
始
め
て
お
り
、「
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ1
・

ガ
イド

ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
進
めて

い
る。
5

日
の
I
P
C
理
事

会
で
は
、
「ハ
ー
ド
編」
に

続
い
て
接
遇
や
サービ
スな

ど
の
「
ソ
フ
ト
編
」
を
同
年

度
中
に
策
定
す
る
予
定を
説

明
し
た。
ま
た、
同
年
に策

定
す
る
一
ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ

ガ
シ
！

プ
ラ
ン
一
で
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
レ
ガ
シ
l

計
画
も
明
ら
か
に
し
て
い
く

方
向
を
示
し
た
。

I
P
C

委
員
側
か
ら
は

「
大
会
運営の
ボ
ラ
ンテ
ィ

ア
と
し
て
、
障害者も
一定

の
割
合
で
参
加
で
き
る
仕組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

っ
た
意
見
が
あ
り
、
都
五
輪

を
進
め
る
方
針
を
説
明
。
具

体
的
な
推
進体
制
を示
し

た
。

組
織
委
で
は
、
4

月
に

専
任
部署
の
「
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
統指
部
」
を開
設
し
、

7

人
を
配
置
し
て
い
る

。

大
会
開
催
基本
計
画
で

は
、
運
営
業務
を
臼分
野
の

「
ファ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・

エ

リ
ア
」
（F
A
）
に
区分
し

た
上
で
、
組
織
委
内
の
叩
局

体
制で
準
備し
て
い
る
が
、

各
局に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
の責
任
者
を置
き
、5
月

に
「パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

責
任者
会
議
」
を
発
足。各

局
の連
携
を
強
化
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

選
手
と
観
客
の
競
技
会
場

ま
で
の
重
機
関
や
都
市
イ

ン
フ
ラ
の
バ
リ
ア
フ
リ
1

対

策
は
、
都
や
関
係
省
庁
、
障

大
会
後
の
イ
メ
ー
ジ
公
表

初
年
五
輪
大
会
終
了
後
に

蔀
が
整
備
す
る
競
技
会
場
6

カ
所
の
後
利
用
策
を
検
討
し

て
き
た
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
は

5

日
、
基
本的
な
方
針
を
ま

運
営
計
画
提
案
者
を
募
集

と
め
た
「
新
規
恒
久
施
設
の

後
利
用
の方
向
性
」
を公
表

し
た。
こ
の
う
ち
整
備
が決

定
し
た4
施
設
は
、
事
業
者

に
よ
る運
営
計
画
の募
集を

開
始
し
た
。

競
技
会
場
の
後
利
用
は
、

有
識者
を交
え
た
「ア
ド
〆

イ
ザ
リi
会
議」
の
意
見を

踏
ま
え
、
都
の
方
針
を
固
め

た
。全

施
設
に
共
通
す
る
方
向

性
で
は
、
障害
の
有
無を
超

え
て
利
用
でき
る
一
一
ダ
ク

モ

シ
ピ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
配
慮
」

や
、
競
技
会場周
辺と
「地
域

．
ま
ち
づ
くり
と
の
連
携
」
、

省
エ
ネ
機器
や
再生
可能
エ

ビ
ュ
l

方
針
素
案

職
場
へ

準
備
局
の
中嶋
正
宏
局長
が

都
と
し
て
検討
す
る
意
向を

伝
え
た
と
い至
。

こ
の
ほ
か、
幅
広く
障害

者
団
体
な
ど
ト意
見を
反
映

し
て
い
く
こ
と
を確
認
。
日

本
側
は2
日

陪
発
足し
た

「日
本
財団
。
一ラリ
ン
ピ
ッ

ク
サ
ポ
ー
ト
主ンタl
」
な

ど
を
活
用
し官
民
連携
で
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

し
た
。

－

競
技
会場
の見
直レ
は
、

オ
リ
ンピ
ッ
ク会
場が
確
定

後
に
検
討を
毘始
し、
オ
リ

ン
ピ
ッ
クと
芸通
する
競
技

は
同
一会
場
主実施
す
る
原

則
を
確
認し
な。
「
夢
の
島

ユ
l
ス
プラ
ザ一」
の
整
備中

止
に
伴う
変
更のほか
、

追

加
2

種
目

へ
の対
応な
ど
が

注
目さ
れ
る
。

ネ
ル
ギ
l

の
導入
な
ど
の

一環
境
へ
の
配慮」を
挙げ

て
い
る
。

ま
た
、
防
災面で
、
備
蓄

な
ど
の
確
保
や発
災時
の
一

時
滞
在施
設
と
→
て
の
活
用

な
ど
を
盛
り
、
込
ん
だ。

ア
ド
パ
イ

Jリ
l

会
議
な

と
で
検討
して

－き
た
都が
整

備
す
る
恒
久
施設
は
マ
カ

所
。こ
の
う
ち
既
に
整
備
が

決
定し
て
い
る4
力
所
は、

施
設
ご
と
の克
向性
も
公
表

区
長
会長
を
務
め
る西川
太
一

郎
荒川
区
長は
、

本
紙
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

に
対
し、
地
方
公
務
員
の

定
年
延
長に
積
極
的
に
取り組
み

た
い
姿
勢を
示
し
た。
お
区
で
は

定
年を
迎
え
た
部
長
級
職
員
が
再

任
用で
そ
の
ま
ま
部書
J

長
職
を担
う
ケ
l

ス

一一
昭
…ー

も
出
て
お
り、
管
理

ヨ
ヨ
何日

職
人
材
釘不足
が
顧
長
品川Y

在
化
し
て
き
で
い

弘町宮

る
。
年金
受
給年
齢

、
～
冊
以

の
引
き
上げ
へ
の
対元
銀

応
も
必
要だ
。
西
川
高
守
、

会
長
は
現時
点
で
は
個
人
的な見

解
と
し
て
い
る
も
の
の
、
他
の
区

長
が
賛
同す
れ
ば
、大
き
な
流
れ

に
な
る
可能
性
も
あ
る
。

公
務員
の
定
年
延
長
を
巡
っ
て

は
、

昨
年
の
通
常
国会
で
修
正
司

し
た
。

水
泳
を行
う
「
オリ
ン
ピ

ッ
ク
・

ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー」
は
、世
界
的
な
国

際
水
泳
場と
し
て
運
営
し
つ

つ
、都
民
の
利
用も
視
野
に

入
れ
る
。
大会後
に
観
客
席

を
約1
万
5

千
席減
ら
し
て

5

千
席
に
レ
、
延
べ
床
面
積

も
大
会
時
の5
万
7
8
5
0

平
方
対
か
ら
3

万
2
9
2
0

平
方
対に
縮
小す
る
。

「海
の森
水
上
競
技
場」

は
、
ボ
ー
ト
な
ど
の
国
際
的

な
競
技会
場に
加
え
、
ス
ポ

ー
ツ
教
育
・

環
境
教
育
で
の

活
用
、
レス
ト

ラ
ン
な
ど
を

備
えた
都
民
のレ
ジ
ャー
－

レ
ク
リエ
ー

シ
ョ
ン
の
場
所

へ
と
転
用
す
る
。

「有
明
ア
リー
ナ
」
はス

ポ
ー
ツ大
会や
各
種
イ
ベ
ン

決
さ
れ
た国
家
公
務員
法の
改
正

で
、2
0
1

6

年
度
ま
でに
国
家

公
務員
の
段
階
的
な定年引
き
上

げ
な
ど
を
検討
す
る
こ
とが付
則

に
盛
り
込
ま
れた。
国
で引
き
上

げ
と
な
れ
ば当
然
、

次
は地
方
と

い
ヨ
話
に
な
る
。

仮
に
、

霞
が
関

が
消
極的
だと
し
て
も
議
員
立
法

定
年
延
長

と
い
う
形
で
政治が
動
く可
能
性

は
十分
あ
る
だ
ろ
う。
い
ず
れ
に

せ
よ
、国
の
定
年
延長
の
行
方に

注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
なる
。

た
だ、
お
区
が
実
際に
定
年延

長
の
議
論
を本
格化
さ
せ
る
に

は
、
数多
く
の
ス
テ
ッ
プを
踏
む

こ
と
に
な
る
。

ま
ず、
民
間
金業

の
多
くが
定
年延
長
で
は
なく
再

雇
用制
度
を採
用
して
い
る
容
器情

と
の
公
平
性
をどう
図
る
か。
ま

た
、

個
人差
は
あ
る
も
の
の
、

給

料
が上
が
り
切
った
状
態の
職員

を
一律
で
数
年間
継続
雇
用
す
る

こ
と
の
正
当
性を
ど
う
示
すか
。

仮
に
他
の
市町
村
と対
応
が分
か

れ
た
場合、
給
与制
度
問
題
と
同

様
、

説
明
が
求め
ら
れる
こ
と
に

な
る
。
そし
て、
幹
部
職員
を
始

め
と
す
る
人
材
不
足
へ
の
対
応と

い
う
側
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、こ

れ
ま
で
の
人
材
育成策
の
総
括
は

必
須事
項
だ
。

課
題
を挙
げ
れ
ば
切
り
がな
い

定
年
延
長
。
まだ
先
の
話
とは
言

え
、
一
貫し
て求
め
ら
れる
の
が

過
程
の
透
明
性
だ
。
西川
会
長の

手
腕
の見
せ
所に
な
るだ
ろ
う
。

ト

会
場
に、
「
カ
ヌ1
・
ス
一事
業
者」
を
凶
日
ま
で
募
集

ラ
ロ
1

ム
会場
」
は
周
辺
の一し
、
8

月
中
に
選定
す
る予

公
園
や
水
域と
一体
の
レジ

一定
で、
詳
細
な整
備
方
針
を

ャ
l

・
レク
リ
エ
ー
ショ
ン
一共
同
でま
と
め
て
いく
。

施
設
へ
と作
り
替
え
る
。

一
舛
添知
事
は
5

日
の
定
例

都
は4
施
設
の具
体
的
な一会
見
で、

「都
が新
た
に
整

利
用
策
を検
討
・

提
案
する

一備
す
る施
設
は大
会
後
も
都

「施
設
運
営計
画
策
定支
援

一民、
国
民
の
貴重
な
財
産
と

し
て
末
永
く有
効
活
用3

い
く
必要
が
あ
る
」と
説

「施
設
の
多
く
は
都
立m

園
や
臨
海部
の
に
ぎ
わい

近
接
し
て
おり
、

連
携’

多
く
の
人
が集
う
場
所、

械
が生
ま
れ
る場
所
にι

た
い
」
と
語
っ
た
。

一プ
ロ
グラ
ム
を
作
成
し
、
国

一0
人
以上
を
受
け
入れ
z

一際
会
議
な
ど
を
通
じ
てPR

一標
を
掲
げ
た。

一を
強
めて
い
く。

一
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
どm

一
水
道局
は
現在
、

国
や
民

一業
推
進
で
は
、これ
ま
司

一間
企業
と
連
携
し
て
、
海
外一ベト
ナ
ム
や
イ
ン
ドで
m

一の
水道
環
境
の
改善
に
向
け

一術
協
力事
業や
、
タイ
、

一た
協力
を
進
め
て
いる
。
プ

一ヤ
ン
マー
な
ど
で
の
イU

一ロ
グラ
ム
で
は
、
こ
れま
で

一ラ
整
備
事
業な
ど
を
展
同

一の
事
業の
成
果
を
まと
め
、
一て
き
た。
引
き
続
き、
白

一世
界
に発
信
す
る
こ
とで
更

一件
の
ベ1
ス
で
技
術
協
占

一な
る
国際
展
開
を
進
め
て
い

一業
を
展
開
す
る目
標
を
恒

一く
考
え
。

一る
と
と
も
に
、訪
日研
佐

一
国
際展
開
は「人
材育
成
、一参
加
国
に事
業協
力
を
園

都
水
道
局は
、
水
道事
業

一事
業推
進
、

情
報発
信
」の

一し
、
o
D
A
を
活
用し
品

都水道局

国際展開でプログラム

海外に事業協力売り込みヘ


